
平成28年度　千葉市教育研究会英語都会10月例会 平成28年10月18日

英語春 �ヽ lヽ �学習 � �旨導案 

学校研究主題： �自ら学ぶ意欲を持ち、共に支え、共に高め合う生徒の育成 ～確かな学力の育成を目指して～（3年目の研究） 

英語科研究主題： �コミュニカテイブ“スピーチを通して自己表現力を高め、 身につけた英語力を活用した対話力の育成を図る 

展開学級：1年C組

展開場所：1年C組教室

授業者：　辻　　亘

授業展開：14：00－14：50（4階1年C組教室）

研究協議：15：10－16：30（特別棟2階　図書室）

千葉市立義援本郷中学校



英語科学習指導案
日　　時　平成28年10月18日（火）5校時

庭開学級1年C組
展開場所1年C組教室
投　棄　者　辻　亘

1．研究主意

コミュニカティプ・スピーチを通して自己表現力を高め、身につけた英語力を活用した対話力の育成　一

を図る。

2．研究仮説

（l）話す・書く能力を身につけさせる指導において

自分の意見や考えを、既習の英語を用いて表現方法を工夫しながら相手に伝えるための活動を積み重

ねれば、表現力に対する成就感を味わうことができるであろう。（自分を理解してもらうための能力育成）

（2）聞く・読む能力を身につけさせる活動において

相手の考えや意見を、聞き手・読み手として辛抱強く理解しようと努力するための活動を積み重ねれ

ば、理解できた喜びを味わうことができるであろう。（相手を理解しようとする能力育成）

3，研究廿日

月 �内容　　　　、 

4 �研究計画、‾年間指導計画作成 

5 �英語主任研修会 

6 �研究の実践 

7 �英語発表会出場生徒選抜・指導　　評価方法についての検討 

9 �千葉市英語発表会参加、市教研指導案検討 

10 �市教研授業 

11 �研究の実践 

12 �研究の実践 

1 �研究紀要原稿作成 

2 �研究実践のまとめ 

3 �次年度の研究内容の検討 



単元名　NEWCROWNI Vh，reTHking5　これだれの？

1．単元の目標

①wImSe．〟．？で持ち主をたずねたり、血ncなどで持ち主を説明したりする会話をすることができる
ようになる。

②wh鴎…？で持ち主をたずねたり、血neなどで持ち主を説明したりする表現の知識を身につける。

本単元の本文は、登場人物が鞄の持ち主をたずねたり、答えたりする内容である。言語材料としてば

本文にWめse，壷ne，yOuS，同山，Sが出てくる。本時は持ち主をたずねたり、答えたりする会話に焦点を

当て、《wk朕＋名詞》を使った疑問文と、その答えとして、血ne，yoⅢS，名詞が後続しない《人名＋，S》

を含む文を使えるようにすることを目標とした。址S，he鴫，thkなどについては、持ち主を尋ねるやりと

りのなかでは使われにくいため、本単元では扱わず、mne、yOu購，《人名＋，S》の定着に重点を当てた。

単に代名詞の格変化を覚えるだけでなく、会話を通して、意味やそれを使う場面を意識しながら、実際

に使えるようになることを目指す。

2，生錐の実鰹

学級は全体的に明るく、授業中の反応も良い。声を出したり、挙手して発言したりし、積極的に参加

している。話す活動などにも興味を持って取り組んでいる様子がみられる。英語の運用力の面では、定

着が速い生徒と遅い生徒の差が大きいため、段階を踏んだ丁寧な指導が必要である。

事前調査として、空欄補充の問題で‘Whatisthisr，と“whataninmListhatr，を書かせる問題を出題したと

ころ、正当率は以下の通りであった。

◇W批is亜S？（これは何ですか）一°－．．＿＿．＿＿～＿＿＿＿94．0％

◇wl略tammnist血？（あれは何の動物ですか）＿＿＿＿79．4％

捷問詞が単独で使われる疑問文に比べ、疑問詞の後に名詞が後続する疑問文の方が定着していないこ

とが分かる。そこで今回の授業では、《Wめse＋名詞》で始まる疑問文を定諾させることを重視した。

また、英語を学習する上で特に難しいものについて、「話すこと」「聞くこ・と」「書くこと」「読むこと」

「単語の発音」「単語のつづり」「文法」の7つの中から選ばせたところ以下のような結果が得られた。

・主∵　　　　　　　　　　　鮭J Ji告ハ　　　　　高　　　　　雄）　　　I硝

ア　言いたいことを英語で言うこと（12％）

イ　書きたいことを英語で書くこと（59％）

ウ　英語を聞いてその意味を理解すること（18％）

エ　英語を読んでその意味を理解すること（2㈱6）

オ　単語を発音すること（3％）

カ　単語のつづりを覚えること（71％）

キ　文法（文の決まり事）を覚えること（44％）

※特に難しいと感じるものを、最大で3つまで選択可とした。

グラフから分かる通り、多くの生徒が単語のつづりを覚えることと、英語で文を書くことに難しさを

感じている。そのため、本時の授業では、音声での導入を重視しつつも、単語のつづりを覚える練習や

書く練習をできるだけ入れるようにした。

2．



3，単元の輔個規準

アコミュニケーショ ンへの関心・意欲・態度 �イ　表現の能力 �ウ　理解の能力 �エ言語や文化につい ての知識・理解 

間違うことを恐れず持 �Wh酌e．．．？で持ち主を � �Wh謄C…？で持ち主を 
ち主をたずねたり、持ち �たずねたり、mineなど ��たずねたり、mineなど 

主を説明したりする会 �で持ち主を説明したり ��で持ち主を説明したり 

話に取り組んでいる。 �する会話をすることが できる。 ��する表現の知識を身に つけている。 

4。指導部冒（2時闘）

時 �授業のねらい �学習活動 �評価基準と評価方法 
1 �Wh糖C．．．？で持ち �・教師とのやりとりを通して、Whose1．．．？ �ア　観察 

本畦 �主をたずねたり、 �で持ち主をたずねたり、mineなどで持ち �イ　観察 
mineなどで持ち主 �主を説明したりする会話をする。 

を説明したりする �・絵を見て、持ち主をたずねたり説明した 
会話をすることが できるようになる。 �りする文を書く。 

2 �Wh櫓C．．．？で持ち �・教科書本文の口頭導入やCDのリスニン �エ　ペーパーテスト（後日） 

主をたずねたり、 �グを通し、意味を理解する。 
mineなどで持ち主 �・教科書本文をペアで音読練習する。 

を説明したりする 会話文を音読でき るようになる。 �・本文に出てくる語句を学習する。 

5。本時の指導

（1）本時の目標

⑪wh繋6．．．？で持ち主をたずねたり、血neなどで持ち主を説明したりする会話をすることができるよ
うになる。

②W鵬C．．．？で持ち主をたずねたり、血neなどで持ち主を説明したりする表現の知識を身につける。

（2）本時の農相
● � � � � � � � � � � 

挨拶 （1分） ��○英語で換纏をする。 ������・英語での授業の雰 囲気を作る。 �� 

復習 ��○ ��複線形の復讐 ���� ��・imd・ 

（1分） ��画面に映し出された絵を見なから単数形と複 数形を英語で言う。 ��������・大型テレビ 

口頭導入（D ��Omine，yourSの導入 ������・やりとりを通して、 �� 

（5分） ��指定された一列の生徒が、自分のペンを教 卓に持って行き、教師に預ける。 教師に質問された生徒は以下のやりとりを する。 T：msisnotmypeIl．Thisisnotmine．Isthis ������生徒が血喝yOn職 の意味を理解できる ようにする。 
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youm畔n？ S：No． T：No？Thisisndyowps？OK．T施sisnot yours．（他のペンを指し）Is址syours？ S：Yes． T：Oh，thisisyou鴫！OK．（生徒のペンを指し） Thisisyours．（自分のペンを指し）Thisis mlne． S：Tlmtismi書記．TmIisyou聾S． 指定された列の生徒は順次、同様のやりとり を行う。 � � 

口頭導入② �Owhose．［誰々】’Sの導入 �・会話のやりとりの中 � 

（5分） �T：Isthisyours？ �で、Whoseと［誰々】，S 

S：No． �を導入し、その意味 

T：EveyOne．Thsis…似mine．ThisisnotSl’S・ mose勝nist鵬？ S：S2！ T：Ah，thisisS2’S！ ThisisS2，S．msisSl，S．Thisismine． Ss：ThatisS2’S．Tl阻tisSl’S．ThatisyouS． �を理解させる。 

説明 �Omine，yourS，I誰々】’Sの説朝 �・できるだけ簡潔に �・iPad 

（2分） �大型テレビの画面上で、壷ne，yOuS， I誰々］，Sの使い方の確認をする。 本時の目標を確認する。 �要点を整理する。 �・大型テレビ 

持ち主をたずねたり答えたりすることができるようになる 

展開① �○持ち主のたずね方・答え方 �・持ち主のたずね方 �・耽d 

（10分） �持ち主をたずねたり答えたりするときに使わ れる表現を確認する。 諾葦草地t？ �と答え方を確認させ る。 ・持ち主を推測して �・大型テレビ ☆WhoSe…？で 

○持ち主を鼻わたり答えたりする会語の機雷 ��持ち主をたずね 
画面上の絵や写真を見て、持ち主を当てる �答えさせるなかで、 �たり、mineなど 

なかで、［誰々I’Sやyousを使った文を言う練 習をする。 �持ち主をたずねたり 答えたりする会話を 練習させる。 �で持ち主を説明 したりする会話 ができているか。 

展開② �○綴りの確認 画面上でmi鵬，坤l鵬，WhくおC，［誰々1’Sの綴 �・綴りと発音の関係 �・ワークシート 
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（8分） �り方を確認し、ワークシートで綴り方を練習す �に注意を向けさせ � 
る。 �る。 

展開③ �○書く継曹 �・机間指導をしなが �・ワークシート 

（15分） �ワークシートでm血脆，yOu鴫，WIx施C，［誰々］’S を使った文を書く練習をする。早く終わった生 徒は、持ち主を尋ねる会話文を自分で作って �ら、文を書かせる。 �☆WlXおe・・・？で 持ち主をたずねた 

書く。 ��り、mineなどで持 
一斉に答え合わせをしたあと、指名された 生徒は自分で作った会話文を発表する。 ��ち主を説明したり する表現の知識を 身につけている か。 

まとめ �○学警事項のまとめ �・本時の学習内容を � 

（3分） �本時に学習した事項を口頭で確認する。 �振り返らせる。 

挨拶 （1分） �〇線わりの換揚 英語係が号令を掛け、挨拶をする。 � � 

（3）欝置

①whぉC．．．？で持ち主をたずねたり、mheなどで持ち主を説明したりする会話をすることができてい
るか。

②whぉ6．．．？で持ち主をたずねたり、mineなどで持ち主を説明したりする表現の知識を身につけてい
るか。
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